
ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

１ 　 第 7 3 8 7 号 　 2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ １ 月 １ ７ 日 ㈬

　
約 ６ ５ ０ 年 続 く 伝 統 祭

事 「 山 口 天 神 祭 」 が

2 3日

（ 火 ・ 祝 ）  、 古 熊 神 社 （

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０ ８ ８

１ ） な ど 山 口 市 中 心 部 で行 わ れ る 。 昨 年 は コ ロ ナ禍 の た め 規 模 を 縮 小 し ての 開 催 だ っ た が 、 今 年 はコ ロ ナ 前 と ほ ぼ 同 じ 形 で市 内 を 巡 行 す る 。　
午 後 １ 時 、 神 職 と 獅

子 、 御 網 代 車 （ 天 神 様 の御 神 霊 ） が 古 熊 神 社 を 出発 。 同 時 刻 に 御 先 乗 、 小拝 司 、 大 拝 司 と 花 神 子 ら神 役 の 行 列 と 、 備 立 行 列が 八 坂 神 社 を 出 発 す る 。両 行 列 は １ 時

2 0分 に 札 の

辻 （ 大 市 ） で 合 流 。 宝 恵籠 も 加 わ り 、  「 イ 〜 サ 、ヨ イ シ 〜 」  「 ヨ イ ト マ カナ 〜 」 の か け 声 と と も に街 を 練 り 歩 く 。 

一 行 は 大 市 〜 中 市 〜 米
屋 町 〜 道 場 門 前 〜 西 門 前〜 黄 金 町 〜 駅 通 り を 経て 、 御 旅 所 （ 天 神 通 り ）に は

3時 頃 に 到 着 。 古 熊

神 社 へ の 帰 着 は ４ 時 の 予定 で 、 重 量 ５ ０ ０ ㌔ の 御網 代 車 が 、

5 0段 の 石 段 を

一 気 に 駆 け 上 が る 。 行 事終 了 後 に は 、  「 お 福 分け 」 と し て 小 も ち が 参 拝者 に 配 ら れ る 。　
ま た 、 同 神 社 で は 子 ど

も た ち の 剣 道 大 会 、 合 気道 奉 納 、 福 引 、 天 神 う どん の ふ る ま い な ど の 催 しも 終 日 開 か れ る 。 【 神 役 関 係 者 】 大 拝 司 ＝長 田 延 孝 （ 中 市 町 ） ▽ 小拝 司 ＝ 坂 本 充 （ 中 園 町 ）▽ 御 先 乗 ＝ 黒 川 晃 匡 （ 上竪 小 路 ） ▽ 花 神 子 ＝ 大 野響 子 （ 白 石 ）  （ 敬 称 略 ）

　

1 9 
 

日

（ 金 ）  か ら

2 1

日

    

（ 日 ）  ま で道 場 門 前商 店 街 で「 え び すま つ り 」が 開 催 され る 。　

期 間

中 、 同 商店 街 加 盟

店 で 買 い 物 を す る と 、 ３千 円 ご と に 抽 選 券 が １枚 、 ５ ０ ０ 円 毎 に 補 助 券が １ 枚 も ら え 、 抽 選 券 １枚 ま た は 補 助 券 ６ 枚 で 同商 店 街 商 品 券 な ど が 当 たる く じ を 引 く こ と が で きる 。 抽 選 会 場 は ど う も ん広 場 （ 山 口 市 道 場 門 前２ ） で 、 時 間 は 午 前

1 0時

か ら 午 後 ６ 時 ま で 。　
ま た 、

2 0日  （ 土 ）  午 後 １

時 か ら の チ ェ ー ン ソ ー アー ト 実 演 や 、

2 1日  （ 日 ）  午

前

1 1時 か ら の 「 ど う も ん

ジ ャ ズ ラ イ ブ 」 な ど 、 催し も 予 定 さ れ て い る 。 詳細 は 本 紙

1 3日 付 掲 載 広 告

を 参 照 の こ と 。

２ 年 ぶ り に 御 網 代 車 も 復 活山 口 天 神 祭
2 3 日

出
 会

 い

【 お 子 様 の 結 婚 相 談 承 りま す 】  「 う ち の 子 結 婚 しな い の か し ら ？ 」  「 孫 の顔 が 見 た い 」 独 身 の お 子様 を 結 婚 に 導 く た め の 親御 様 向 け 無 料 個 別 相 談 会開 催 中 （ 出 張 相 談 可 ）  。資 料 請 求 ・ お 問 合 せ は お

催
　 　

し

︻ し ん や ま 楽 市 楽 座 ︼

1 1

月

2 1日  （ 日 ）  新 山 口 駅 北 口

広 場 で 近 郊 の 農 産 物 販 売や フ リ ー マ ー ケ ッ ト 、 音楽 等 の ス テ ー ジ ・ 物 々 交換 会 等 を 行 い ま す

　
■ 時

間
　
９ 時 〜

1 3（ ２ 面 へ ）

次 回 は 1 1 月 2 4 日 掲 載

気 軽 に ■ 結 婚 相 談 所 ム スベ ル 山 口 店

☎
０ ８ ３ ・ ９

７ ６ ・ ６ １ １ ６

1 9 5 3  年 1 2  月 、 大 殿 生 ま れ 。 大 殿 小 ・ 中 、
山 口 高 、 日 大 理 工 学 部 建 築 学 科 卒 。 広 島
県 の 建 設 会 社 勤 務 を 経 て 8 9  年 、 小 山 建 築
設 計 事 務 所 を 設 立 。 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 山 口 ま ち
づ く り セ ン タ ー 長 も 長 年 務 め て お り 、 大
殿 地 域 の ま ち づ く り に 情 熱 を 注 ぐ 。

7 3 6

　
設 立

3 0年 を 今 年 迎 え た

山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小路 ） の 館 長 に 、 ４ 月 に 就任 し た 。　
同 セ ン タ ー は 、 酒 造 り

商 家 の 建 物 ・ 敷 地 を 利 用し 、 ふ る さ と の 産 業 や 文化 の 伝 承 、 観 光 振 興 、 長寿 社 会 に 向 け た 生 き が い創 出 な ど を 目 的 に 、 １ ９９ １ 年 ５ 月 に 開 館 し た 。　

3 0周 年 を 記 念 し て

1 1月

2 0日  （ 土 ）  と

2 1日  （ 日 ）  に

は 、  「 や ま ぐ ち 伝 承 も のづ く り 祭 り 」 を 開 催 す

る 。 催 し に 合 わ せ て 、 現在 改 修 中 の 「 ま な び 館 」も リ ニ ュ ー ア ル オ ー プン 。  「 格 子 戸 を 再 利 用 して 展 示 品 の 見 せ 方 を 工 夫し た り 、 内 装 に 徳 地 和 紙を 使 っ た り し て 、 今 ま で以 上 に 身 近 で 開 か れ た 施設 と な る よ う 趣 向 を 凝 らし た 。 も の づ く り の 楽 しさ 、 伝 統 工 芸 の お も む きを 多 く の 人 に 知 っ て も らえ れ ば 」 と 話 す 。　
大 殿 地 域 で 生 ま れ 育

ち 、  「 こ の 町 の 風 情 を 残し て い き た い 」 と 語 る 。

小
こ

山 やま

　
哲 てつ

彦 ひこ

さ ん

今 年 創 立

3 0年 の 山 口 ふ る さ と

伝 承 総 合 セ ン タ ー 館 長

ど う も ん え び す ま つ り
商 品 券 な ど が 当 た る !1 9〜

2 1日
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サ  ン  デ  ー  美  術  館

2 8 3

投 げ の 術 」 が 、私 に だ け は 全 く

効 か ず 、 一 人 、 舞 台 に 残る こ と を 命 じ ら れ た か らで あ る 。 空

﹅﹅

気 を 読 ま な い

少 年 Ｖ Ｓ 本

﹅﹅

気 モ ー ド に 入

っ て し ま っ た 「 仙 人 」  。　
さ て 、 そ の 結 末 は と も

か く 、 本 日 紹 介 す る の は石 を 羊 に 変 え る 術 で 知 られ る 黄

こ う

初 し ょ

平 へ い

の 図 。 中 国 晋

時 代 （ ２ ６ ５ 〜 ４ ２ ０ ）の 人 物 で 、 長 き に 亘 っ て
語 り 、 描 き 継 が れ て き た 正真 正 銘 の 仙 人 で あ る 。 こ のシ ー ン は ま さ に 術 を か け た瞬 間 。 力 の 入 っ た 右 手 の 先に は 、 変 身 し た ば か り の 羊が な ん と か 立 ち 上 が ろ う とす る 様 子 が 描 か れ て い る 。　

そ う い え ば 、 私 も あ の 対
決 の 後 、 空

﹅﹅

気 が 読 め る 男 子

に 変 身 し た 気 が し な い で もな い 。

　
今 か ら 半 世 紀 ほ ど 前 、 私

が 小 学 ５ 年 の 時 の 話 だ が 、「 仙 人 」 を 名 乗 る 男 に 「 金縛 り の 術 」 を か け ら れ た こと が あ っ た 。 信 じ ら れ な いか も し れ な い が 学 校 行 事 の一 シ ー ン で あ る 。 全 校 生 徒７ ０ ０ 人 が 固 唾 を 飲 ん で 見守 る な か 、 体 育 館 の 舞 台 でた だ 一 人 、  「 仙 人 」 と 対

﹅

決
﹅

す る 羽 目 に な っ た の だ 。 とい う の も そ の 直 前 、 悪 ガ キ５ 人 組 に か け ら れ た 「 空 気 雪 舟 の 仏 画 展
1 1月

2 6日 か ら

県 立 美 術 館 副 館 長　 　 　 　 　 　 　

河 野

　
通 孝

黄 初 平 図  （ 部 分 ）

　
雪 舟

室 町 時 代

　
個 人 蔵

1 9 0 3

昨 年 の ク リ ス マ ス 会 の 様 子

1 2月

2 1日  （ 火 ）  子 育 て ひ ろ ば

「 ク リ ス  マ  ス 会 」  参 加 者 募 集 中 ！

先 着
2 0 組 様

限 定

日 時場 所参 加 費お 願  い

　
子 育 て ひ ろ ば は 、 赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る

ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 い の 場 ・ ふ れ あ い の場 。 通 常 は 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自由 に 過 ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　

1 2月 は 親 子 で 体 を 動 か し て 楽 し い 時 間 を 過 ご す 「 ク リ ス マ ス

会 」 を 開 催 し ま す 。 皆 様 の ご 参 加 お 待 ち し て い ま す 。

1 2月

2 1日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 〜

1 2時

（ 受 付 は

1 0時 か ら ）

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 「 は ぁ も に ぃ 〜 ♪ 」
（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

１ 家 族 １ ０ ０ 円 （ 保 険 料 な ど ）プ  ロ  グ ラ ム申 し 込 み 締 め 切 りお 申 し 込 み
1 2月

1 0日  （ 金 ）

体 操 ／ ダ ン ボ ー ル 箱 で 作 っ た そ り 遊 び ／ 歌 ／「 き い ろ い ひ よ こ 」 さ ん に よ る お は な し か い（ 読 み 聞 か せ 等 ） な ど・ お 茶 、 上 履 き （ ス リ ッ パ ） は 各 自 ご 持 参 くだ さ い 。・ 動 き や す い 服 装 で お 越 し く だ さ い 。・ 当 日 は 会 場 で お 昼 ご は ん は 食 べ ら れ ま せん 。 ご 了 承 く だ さ い 。問 合 せ セ ン タ ー

　
０ １ ２ ０ 〜 ４ ９ 〜 ５ ６ ５ ７

（ 月 〜 金

　
８ 時

3 0分 〜

2 1時 、

 土 ８ 時

3 0分 〜

1 8時 ）

コ  ー プ の 宅 配 を 利 用 さ れ て い な い 方 だ け の 特 別 企 画 ！ア  ン  ケ ー ト  に 答 え て 商 品 プ  レ  ゼ  ン  ト ♪  （  ｗ  ｅ  ｂ 限 定 ）※ 商 品 在 庫 の 関 係 で 、 別 の 商 品 の お 届 け を お 願 い す る 場 合 が あ り ま す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち の 宅 配 を 現 在 利 用 し て い な い 方 へ 、 コ

ー プ の こ だ わ り 商 品 を お 届 け さ せ て い た だ き ま す 。 下 記Ｑ Ｒ コ ー ド か ら ア ン ケ ー ト に お 答 え く だ さ い 。　
た く さ ん の お 申 し 込 み を お 待 ち し て お り ま す ！

※ 特 別 企 画 の た め　
事 前 の 参 加 予 約 が 必 要 で す 。

 １ 行 記 事　 朗 読 マ ラ ソ ン や 読 書 ビ ン ゴ な ど 、 ゲ ー ム 感 覚 で 本 に 親 し め る 山 口 市 立 中 央 図 書 館 ま つ り が 、 ２ ０ 日 （ 土 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 同 館 と Ｙ Ｃ Ａ Ｍ で 開 催 。 入 場 無 料 。

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 8日  （ 木 ）  ~

2 2日

（ 月 ）  :

秋 の 大 絵 画 展

▽ ~

1 2月

2 5日  （ 土 ）  :

お 歳 暮 ギ

フ ト セ ン タ ー

︻ 美 術 ギ ャ

ラ リ ー ︼ ~

2 3日  （ 火 ・

祝 ）  :

須 藤 和 之 個 展 〜 海

と 山 の 響 き
（ １ 面 よ り ）

時 ※ 雨 天 決

行 ■ 物 々 交 換

　
ご 家 庭 等

か ら の 遊 休 品 等 を ご 自 由に お 取 引 く だ さ い ※ 申 込不 要 ■ 主 催 お ご お り 地 域づ く り 協 議 会 【 問 】

☎
０

９ ０

－

７ ５ ０ ６

－

８ ３ ８

７
　
森 永

　 　

︻ 小 郡 地 域 イ ベ ン ト 情報 ︼

第

1 6回 お ご お り 美 術

展 ■

1 1月

1 9日  （ 金 ）  〜

2 1日

（ 日 ）

9時

3 0分 〜

1 7時 ■ 会

場
　
小 郡 文 化 資 料 館 ■ 内

容
　
会 員 等 の 作 品 展 示 ■

無 料
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

縁 起 菓 子 「 鶴 亀 」

２ 種 類 あ る 「 竪 小 路 香 」

竪 小 路 の ロ ゴ マ ー ク

　
「 自 分 た ち の 手 で 、 自 分 た ち の 住 む ま ち を 美 し く 飾 り た い … 」 を コ ン セ

プ ト に 、  「 ま ち な み ア ー ト

－

ｍ ｙ

　
ｍ ａ ｄ ｅ

　
竪 小 路 」 が 、 山 口 市 の 竪 小

路 ・ 一 の 坂 川 周 辺 の 「 大 内 文 化 ゾ ー ン 」 で 、

1 9日  （ 金 ）  か ら

2 3日 （ 火 ・

祝 ） ま で 開 か れ る 。 歴 史 ・ 文 化 に あ ふ れ る 街 並 み や 神 社 ・ 仏 閣 等 を 、 生け 花 、 ア ー ト 、 音 楽 な ど で 彩 り 、 地 域 の 魅 力 発 信 や に ぎ わ い づ く り を 進め よ う と い う も の で 、 昨 年 の プ レ イ ベ ン ト に 続 い て の 開 催 。 山 口 ゆ め 回廊 博 覧 会 の 事 業 の 一 つ で 、 主 催 は 同 実 行 委 員 会 （ 山 口 市 文 化 交 流 課 内 、☎
０ ８ ３

－ ９ ３ ４

－ ２ ７ １ ７ ）  。

　
催 し に 先 立 ち 、 竪 小 路

地 域 の ブ ラ ン ド イ メ ー ジを 高 め よ う と 、 ロ ゴ マ ーク が 制 作 さ れ た 。 デ ザ イン し た の は 、 書 家 ・ 美 術家 の 赤 岩 保 元 さ ん 。 赤 岩さ ん は 、 伝 統 美 を 現 在 に復 活 さ せ る 仮 名 書 か ら 、自 由 で 枯 淡 な 現 代 書 まで 、 幅 広 い 作 風 を も つ 書家 。 版 画 ・ 洋 画 ・ コ ラ ージ ュ ・ 立 体 な ど の 作 品 も製 作 ・ 発 表 し て お り 、 国内 外 で の 個 展 歴 は

4 0回 を

超 え て い る 。 展 覧 会 以 外に も 、 ２ ０ ０ ４ 年 の 「 えひ め 町 並 博 」 で は 愛 媛 県内 子 町 の 「 和 紙 と 書 の 町並 み ア ー ト 」 を 担 当 。 絵本 や 教 科 書 の 表 紙 、 企業 ・ 商 品 の ロ ゴ デ ザ イ ン作 成 等 、 そ の 活 動 は 幅 広い 。　
完 成 し た ロ ゴ マ ー ク

は 、 竪 小 路 の 「 竪 」 の 字と 源 氏 香 図 「 御 幸 」 と を合 わ せ て い る 。

5 2パ タ ー

ン あ る 源 氏 香 図 の 中 から 、 竪 小 路 周 辺 の 大 路 小路 の 町 筋 を イ メ ー ジ さ せる 形 で 、  「 御 幸 」 と い う言 葉 そ の も の が 八 坂 神 社

め る 。 イ メ ー ジ キ ャ ラ クタ ー に 、 今 年 ５ 月 に テ レビ 番 組 「 朝 だ

!生 で す 旅

サ ラ ダ 」 で 同 地 域 を 紹 介し た 女 優 の 青 山 倫 子 さ んを 据 え 、 パ ッ ケ ー ジ デ ザイ ン は 赤 岩 さ ん が 担 当 した 。 価 格 は 各 １ 千 円 （ 税込 み ） で 、 期 間 中 ５ 日 間は 八 坂 神 社 鳥 居 近 く の 中川 屋 食 料 品 店 （ 下 竪 小路 ） 隣 の 「 総 合 案 内 」 で販 売 。 そ れ 以 降 は 、 山 口ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン ター で 購 入 で き る 。 ま た 、青 山 さ ん は

2 0日  （ 土 ）  に 来

山 し 、 会 場 の あ ち こ ち でお 香 の Ｐ Ｒ や 販 売 に 携 わる 。

で 、 要 事 前 申 し 込 み 。 パネ リ ス ト は 赤 岩 さ ん と 、ま ち な み ア ー ト プ ロ ジ ェク ト 実 行 委 員 会 の 小 田 雅彦 会 長 、 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー の 小 山 哲彦 館 長 、 え ひ め 街 並 博 で会 場 演 出 プ ロ デ ュ ー サ ーを 担 当 し た 渋 谷 龍 さ ん の４ 人 が 務 め る 。 多 く の 博覧 会 や 町 お こ し イ ベ ン トに か か わ っ て き た 渋 谷 さん は 山 口 大 学 の 卒 業 生 。
「 竪 小 路 に は 、 大 内 時 代

か ら の 古 き 良 き 街 並 み が残 っ て い る 。 学 生 時 代 に世 話 に な っ た 山 口 に 恩 返し を し た い 」 と 、 同 催 しに 参 加 し た 。 前 記 新 商 品の 監 修 に も 携 わ っ て いる 。　 「 マ ッ チ ン グ 竪 小 路 」と 名 付 け ら れ た 実 験 店 舗は 、 中 川 屋 食 料 品 店 に

2 0

日 か ら

2 3日 に か け て 設 け

ら れ る 。 竪 小 路 の 「 食 材拠 点 」 と し て 根 付 い て いる 同 店 で 、 仁 保 が 本 社 の秋 川 牧 園 の 人 気 商 品 を 限定 販 売 。 さ ら に 隣 の 総 合案 内 で は 、 酒 店 の ム ラ タ
（ 上 竪 小 路 ） お す す め の

山 口 県 の 地 酒 が 、 日 替 わり で 角 打 ち 販 売 さ れ る 。　
そ の 他 に も 、 各 所 で

「 ア ー ト ミ ー ツ 」  「 ア ー ト
マ ー ケ ッ ト 」  「 ア ー ト ミー ツ ア ク タ ー 」  「 や さ かの 杜 ス テ ー ジ 」  「 ま ち なみ 生 け 花 」  「 ど こ で も 紙芝 居 」  、 ス ト リ ー ト パ フォ ー マ ン ス 、 合 唱 披 露 など が 予 定 さ れ て い る 。　

詳 細 は 、 山 口 市 ウ ェ ブ
サ イ ト （
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） を 参 照 の こ と 。

意 味 に も 通 じ る こ と か ら選 ば れ た 。 そ し て 「 ま ちな み ア ー ト 」 の 期 間 中 には 、 こ の ロ ゴ が あ し ら われ た 軒 先 の れ ん が 、 エ リア 内

1 3カ 所 に 掲 げ ら れ

る 。　
そ し て 、 二 つ の 新 商 品

も 開 発 ・ 発 売 さ れ る 。　
一 つ 目 は 、 縁 起 菓 子

「 鶴 亀 」  。 発 売 す る の は 、１ ８ ７ ７ （ 明 治

1 0） 年 創

業 の 菊 寿 堂 福 信 （ 下 竪 小路 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

１ ２ ５ ９ ） で 、  「 情 緒 あ

と 「 ま な び 館 」 リ ニ ュ ーア ル 記 念 事 業 「 や ま ぐ ち伝 承 も の づ く り 祭 り 」 が
2 0日 と

2 1日 に 開 催 。 さ ま

ざ ま な 展 示 、 体 験 、 購 入な ど が で き る 。 山 口 伝 承１ ３ ５ 周 年 記 念 「 こ ど も

　
加 え て 、 期 間 中 の 同

エ リ ア で は 、 さ ま ざ まな 主 催 団 体 に よ る 多 くの イ ベ ン ト が 実 施 さ れる 。 山 口 ふ る さ と 伝 承総 合 セ ン タ ー （ 下 竪 小路 ） で は 、 開 館

3 0周 年

た ち に 伝 え る 鷺 流 狂 言記 念 公 演 」 は 、 観 覧 無料 で

2 0日 午 後 ２ 時 か ら

４ 時 に か け て 、 野 田 神社 能 楽 堂 （ 野 田 １ ） で開 か れ る 。

2 3日 午 後 １

時 に は 山 口 天 神 祭 の 備立 行 列 が 八 坂 神 社 か ら竪 小 路 を 通 る 。

る 街 並 み に 似 合 う お 菓 子を 」 と の 要 望 に 応 え た 。古 来 よ り 縁 起 が 良 い と され る 〝 鶴 〞 を か た ど っ た豆 大 福 と 、  〝 亀 〞 の 甲 羅の よ う に 焼 き 上 げ た 同 店看 板 商 品 の ス イ ー ト ポ テト の 組 み 合 わ せ は 、 ４ 代目 店 主 ・ 福 井 英 輔 さ ん の技 で 誕 生 し た 。 パ ッ ケ ージ デ ザ イ ン は 、 赤 岩 さ んが 担 当 。  「 ま ち な み ア ート 」 ５ 日 間 限 定 の 販 売で 、 １ 日

5 0箱 限 定 。 価 格

は １ 箱 １ 千 円  （ 税 込 み ）  。　
二 つ 目 は 、 お 香 「 竪 小

路 香 ブ ラ ッ ク 」  「 竪 小 路香 ホ ワ イ ト 」  。 山 口 市 に縁 の あ る 画 聖 雪 舟 の 墨 絵か ら 発 想 を 得 て 、 開 発 され た 。 香 山 公 園 の 風 、 一の 坂 川 の せ せ ら ぎ 、 龍 福寺 参 道 の 紅 葉 な ど 、 大 殿地 域 の 自 然 を モ チ ー フに 、 二 つ の オ リ ジ ナ ル の香 り が 創 作 。 焚 い て も お

の 祭 礼 「 山 口祇 園 祭 」 の「 御 神 幸 」  「 御還 幸 」 の よ うに 往 来 へ の お出 ま し を 示 すこ と 、  「 お 幸せ に 」 と い う

１ ９ 日  か  ら ２ ３ 日  ま  で  多  彩  な  催  し
地  域  ブ  ラ ン ド  創  出  も 竪 小 路 界 隈 で 「 ま ち な み ア ー ト 」

期 間 中 の 同 エ リ アさ ま ざ ま な 主 催 団 体 に よ る イ  ベ  ン  ト 多 数

大 殿 地 域 の 魅 力 発 信

二 つ の 新 商 品 が 開 発  ・  発 売

　
赤 岩 さ ん の 作 品 展 「 和

と 書 の Ａ ｒ ｔ 」 は 、 龍 福寺 本 堂 が 会 場 。 大 内 氏 館跡 に 再 興 さ れ た こ の 場 所が 、

1 4代 当 主 大 内 政 弘 が

詠 ん だ 「 捨 塵 和 歌 集 」 の書 で 飾 ら れ る 。 ま た 、

2 3

日 午 前

1 1時 か ら 正 午 ま で

香 の 灰 が 崩 れ な い 新技 術 を 導 入 し て おり 、 色 の 変 化 も 楽 し

は ト ー クイ ベ ント ・ パ ネル デ ィ スカ ッ シ ョン も 開 かれ る 。 定員 は

2 0人

 １ 行 記 事　 ス ト リ ー ト ダ ン ス を テ ー マ に 、 山 口 市 の ３ 姉 妹 都 市 に 住 む 人 た ち と オ ン ラ イ ン 交 流 で き る 催 し が 開 催 。 同 市 国 際 交 流 課 が ２ ７ 日 （ 土 ） ま で 参 加 チ ー ム を 募 集 。



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ １ 月 １ ７ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口
Ｑ .

大 腸 が ん 検 診 で 便 潜

血 陽 性 で し た 。 症 状 が なく て も 精 密 検 査 が 必 要 です か ？Ａ .

便 潜 血 検 査 は 大 腸 が

ん 検 診 で 行 わ れ る 検 査で 、 肉 眼 で は わ か ら な い便 中 の 血 液 を 検 出 し ます 。 便 潜 血 陽 性 の 場 合 、自 覚 症 状 が な く て も 大 腸が ん や 大 腸 ポ リ ー プ の 可能 性 が あ る の で 二 次 検 査（ 精 密 検 査 ） が 必 要 で す 。　
一 般 的 に 精 密 検 査 と し

て 大 腸 内 視 鏡 検 査 や バ リウ ム に よ る 注 腸 Ｘ 線 検 査が 行 わ れ ま す 。 検 査 の 精度 が 高 い の は 全 大 腸 内 視鏡 検 査 で す 。 大 腸 の 一 番奥 の 盲 腸 か ら 直 腸 ま で 大腸 全 体 を 観 察 し 、 異 常 がな い か を 確 認 で き ま す 。ま た 、 大 腸 ポ リ ー プ が 見つ か っ た 場 合 は 、 施 設 によ っ て は そ の 場 で ポ リ ープ の 切 除 が 可 能 で す 。　
近 年 大 腸 が ん に よ る 死

亡 数 は 増 加 傾 向 に あ り 、女 性 で は が ん の 中 で 最 多と な っ て い ま す 。 し かし 、 精 密 検 査 受 診 率 は

7 0

％ 程 度 と 他 の が ん 検 診 より も 低 く 、 放 置 し て い る方 が 少 な く あ り ま せ ん 。積 極 的 に 大 腸 が ん 検 診 を受 け 、 早 め に 対 処 す る こと で 、 早 期 発 見 に つ な がる と 考 え ら れ ま す 。　
便 潜 血 検 査 の 異 常 を 指

摘 さ れ た 場 合 は 、 ま ず かか り つ け 医 に ご 相 談 く ださ い 。山 口 大 野 内 科 消 化 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

５ ６ ７ ４

河 野

 吉 浩 院 長

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


